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要 旨

助詞ヨリの主格襟示用法は， 場所的な動作の起点を標示内容とする用 法から派生し

たと考えられ，軍記物語類をはじめとする一般の文献にも萌芽的用 法が確認されるが，

キリシタン宗教文献類に於いて著しく発達レ頻用されている。 これは，
① 標示内容が場所的なものに限られていた制約がなくなったこと，

② キリシタン宗教文献類は上位待遇表現に助動詞 ル/ラルを用いず専ら給フを用 い

るため， 上位待遇表現及び受身表現の助動詞 ル/ラルとの意味的混乱が回避されてお

り， 動作主を標示内容とする助詞ヨリを奪格・主格それぞれの格標示のために積極 的

に用いたこと，

の結果であると考えられる。

1 助調ヨリ/カラについての研究

助詞ヨリ/カラは通常， 動作の起点， 経過する場所， 比較の基準， 手段・方法などを標

示内容とする斜格の助詞として分類される。 この立場からの研究には， 大坪併治(1966)

や我妻多賀子(1967) などがあり， 我妻は各時代の多くの文献の助調ヨリを分類し， 通史

的にこれを まとめているが， 一部で本 稿とも重なる文献を調査しながらも，r この中世で

は， 今 までと異なった新しい助調「 ヨリjの意味用法は一つも出て来ない。jとしており，

中世に助調ヨリの新しい用法が発生したとする本 稿の主張と異なっている。

助調ヨリと助詞カラを併せた考察としては， 石垣謙二(1955) の研究が夙に知られると

ころであるが， 石垣は天草本の助詞カラに新しい用法を指摘し， rあたかも「からJが主

語をしめすごとき用法である。(p 176) J rいはゆる受身表現における能動者をしめす用法

である(p 177) Jとし， 本 稿が注目する標示内容について触れていることに注意しておき

たい。 また原田一孝(1987) は， 天草本 伊曽保物語の助詞ヨリ/:カラのうち「 人・動物に

下接しているものjに注目し「身分の貴賎によって「よりJ r からjが使い分けられてい

るjと主張しているが， 用例の見落としがあると思われ， 柏本 雄幸(1977) の「 場面に即

して「より」が用いられている」とした解釈がこの文献については妥当 であろう。 小杉
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商ー(1971 ) や太田孝一郎(1973)， 古田雅憲(1996) は他文献を対象として助詞ヨリ/カ

ラの交替や使い分けの基準について考察している。

本稿は， これらの先行研究が対象としていないキ リシタン宗教文献類を中心として，

助詞ヨ リの主格標示用法について考察しようとするものであるが，これは， r日本大文典j

にみられる記述を端緒としている。 I日本大文典jは， 通常の奪格としての用法以外に(頁

は邦訳本の所在箇所)，

0格辞は名調に連接する特定の助辞でラテン語の格に相当するものを含む。 従って

格辞は品詞の一つであって， ラテン語に従へば ， 名調に連接してその名調のとって

ゐる格を示すものである。 例へば ， Va (は)0 Ga (が)0 No (の)0 Yori (より)。 主

格に用ゐる。 (p 306) 

0言ひ表されてゐない関係詞が主格でなくて他の如何なる従格に立ってゐるにして

も， その場合に， 関係詞を支配する動詞の主格語は， その動調に応じて助辞のNo

(の)， Ga (が)， Yori (より) をとる。 (p 334) 

üYORI (より)， CARA (から)

ある動調を伴って主格に用ゐられる。 この主格は受動動詞の動作者を示す奪格のや

う なものである。 普通には又， 限界から起る動作又は限界に於ける動作者を含めて

言い表す句中 に用ゐ， 例へば ， De Deus (デウスから) などといふ場合のDe (から)

の意味を持ってゐる。 (p 502) 

のように指摘し， 助詞ヨリを助詞ノ/ガと並ぶ主格(nominative) 助詞としても位置づけ
tF.l 

ていることは大変興味深い。 この『日本大文典jの理解は一般的 な中世日本語文法の枠

組みとは異なると思われるため， 文献用例の実態把握とその内容吟味が期待されよう。

2 調査対象とした文献

調査対象とした文献は以下のとおりである。 特に注記しない限り， 調査対象範囲は当

該文献のすべてであるが， 一部文献の和歌等， 他と同一に考えることが出来ない用例は

除外している (下線部は本稿で用いた略称)。

日記文学類 (土佐日記・麟蛤日記・和泉式部日記・紫式部日記・更級日記(以上岩波古典大

系所収本文))， 仏教説話類(三宝絵詞(東寺観智院蔵)・法華百座間書抄(法隆寺蔵)・打開集(京

都国立博物館蔵)・宝物集(宮内庁書陵部蔵)・古本説話集(梅沢本)・十訓抄(宮内庁書陵部蔵片

仮名本)・沙石集 (慶長卜年古活字本))， 軍記物語類 ( 平治物語(半井本)・曽我物語(俊長古活

字本)・延慶本平家物語・太平記(土井本))， 抄物類 (湯山聯句抄(谷村文庫蔵)， 句双紙抄(土

井氏蔵))， キリシタン宗教文献類(主乙上三の御作業(版本) ・主1'T互の導師， ::JとZ丘三三

ムンヂ ( ローマ字本) ・ ぎやどぺかどる・どち りなき りしたん (カサナテンセ本 )・ スピリツア ル

修行・ こんで む っ すむ んぢ (国字本))， キリシタン世俗文献類 (天草本平家物語・天草本伊曽

保物語(伝記部分のみ))， 狂言類(大蔵虎明本狂言)， 御伽草子類(岩波古典大系所収本文のう
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ち渋川清右衛門刊行「御伽草子」該当部分のみ)， 西鶴の作品類(好色一代男(天和二年刊本)・

西鶴諸国はなし (貞享二年刊本)・好色五人女・好色一代女・本 朝二十不孝 (以上，貞享三年刊 本 )・

男色 大鑑 (貞享四年刊本 ))， 近松の浄瑠璃類 (曽根崎心中・堀川波鼓・ 五十年忌歌念仏 ・ 丹波

与 作待夜のこむろぷし・冥土の飛脚・タ霧阿波鳴渡・ 大経師普暦 ・ 鎚の権三重雌子 ・ 博多小女郎

波枕・心中天の網島 ・ 女殺泊地獄 (以上， 山本九兵衛/九右衛門版)・心中宵庚申 (山本 九兵衛版))

以上は， キリ シタン文献を中心とする中古から近世にかけての文献である。 書誌的に

問題を抱える文献もあり， これだけでは充分な調査とは言えない面があるのは否定でき

ないが， 年代・表現形態等に配慮して選択した。 用例の引用に際しては便宜上， 原文の

表記を改めているが， ヲ|用箇所については影印本での確認に留意した。

3 助詞ヨリ/カラの分類と分布

3.1. 助詞ヨリ/カラの分類

従来行われている助調ヨリ/カラの分類は， これを斜格とし， 専ら標示内容について，

動作の起点， 経過する場所， 比較の基準， 手段・方法 などに分類しているが， ここでは

助詞ヨリ/カラの標示内容が動作主であるか否かに着目し，従来の分類とは異なった視点

から分析している。即ち標示内容が動作主であるか否かにより助調ヨリ/カラをあらかじ

め分類し， 動作主であるものについて， それが奪格標示(助動詞ル/ラルを伴う受身表現の
怯2

動作主を標示する) か主格標示かによってさらに分類を加えている。

したがって， 助調ヨリ/カラは以下のように分類される。

(① 標示問酬主 同格標示用法

②標示内容が動作主 i 2主格標示用法

l3格が判別できないもの

① 標示内容が非動作主【(Aが) Bヨリ/カラ~する】

標示内容が非動作主である助調ヨリ/カラは， 言い換えれば通常の助詞ヨリ/カラで，

比較の基準を含むが， 大部分の標示内容は，塁手J作主Aが場所や方法を表すBを起点にし

て， 或いはそれに依って， 動作をする場合のB に相当する内容である。 したがって， 助

調ヨリ/カラの標示内容は動作主ではない。なお，Aが省略されることもある。参考とし

て， それぞれキリ シタン宗教文献類から引用しておく(下線を私に加えた)。

[動作の起点】この御一体のデウス主旦あらゆる程の物， 現じ(goittaino Deus 担豆

arayuru fodono mono guenji) ， また万物みなこの一つを解き現し奉るなり(コンテムツ

ス10-12)

[経過する場所]我等が御主ゼ ス キリス トのガラサを以て， 天狗の手より科人を(て

んぐの で主立とがにんを)取り返し給ひて自由になし給ふ御恩の深き事は， (どち りな 6オ

2) 

【比較の基準】我が身を彼より勝りたる(わが身をかれ正旦ま さりたる) と思ふ事なか
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れ， (こんてむつす 2 ウ 13)

【手段・方法]アッ シスの侍 の筋目なる御友 のフラデ ， 一人ありしが， 徒歩より行き

(cachi巴!l YlIqi) ， 心中 にサントを噺り， (サントス 1-186-2)

なお， 助詞ヨリ/カラの格標示からみればこれらは斜格標示用法(奪格を含む) というこ

とになるが，ここに含まれる奪格襟示用法については②-1 の奪格標示用法と区別し， 考

察 の対象 としていない。

②ーl 奪格標示用法【(Bが)Aヨリ/カラ~される]

奪格標示用法の助調ヨリ/カラが標示する内容は， 原則 としてA とBが人物的であり

Bが動作主A の動作を受付る場合のA に相当する。 つ まりA は受身動詞の能動者(仕

手)， Bは受身動詞 の受動者(受手) であり， 助詞ヨリ/カラの標示内容は動作主ではある

が格は主格ではない。 以下の例では， r智者J が主格である。

智者は， 人主旦それと知られ， 物知りと呼ば るる事を歓 び望む也(Chixalla fìto担豆

soreto xirare， monoxirito yobarllrll COtOllO yorocobi nozomll nari.) (コンテムツス 7-17)

なお主格が省略されることもあり， 以下の例では顕在しない「御主」 が相当する。

エゼ ヤスが日く， 自由 の上より掛 けらるると言う事， その謂れなし。 その弟子 の内

一人主旦売られ(ichinin担旦vrare) ， ジュデヨ主旦揚め取られ(JlIdeo巴旦carame

torare) ，ローマ の武士主旦クルスに掛 けられたる(Roma no bllxi巴豆Crllz ni caqerar­

etarll) ものなり， と(サントス 1 - 51-3)

なお， 以下で 「 奪格標示用法 」 という場合 はすべてここで説明した標示内容が動作主

であるものに限った奪格標示用法を指 すので注意されたい。

②-2 主格標示用法【Aヨリ/カラ~する]

主格襟示用法の助詞ヨリ/カラの標示内容は，原則 としてA が人物的内容であり，A が

自ら動作を行う場合のA に相当する。

キリズマ とノ、， パウチズモを授 かりたる人にビ スポより授 け玉ふ大事のサカラメン

ト也 (ぴすぽよ りさづり玉ふ大事のさからめんとな り) (どち りな44 ウ1 1)

この処へ御幸なされし御心宛は， 謀反人のユダを初め ， その外引き具せし悪党ども

主旦容易く見合ひ奉り， 揚め取られ給はん が為也(sonofoca fìqigllxexi aClltödomo巴ri

tayasllqll miai tatematcllri， carame torare tamallangatame nari.) (スピリツア ル 28 v 13) 

これらの助詞 ヨリが標示する内容は， ①待遇表現と直接的に対応 する内容である， ②

再帰代名詞を想定するとその先 行詞となる， が確認されるので， 現代日本語に於ける主

要な主格条件を満たしている。 ①について先 の例文では， 与へ玉フ の玉フ は 「 ビ スポj

を高めており， 見合ヒ奉ルの奉ルは「 悪党ども(もしくはユダ) Jを低めることで， 顕在し
住3

ない「 御主j を相対的に高めていることが分かる。

②-3 襟示内容が動作主であるが格が判別できないもの

標示内容が動作主であるが格が判別できないもの， とは， Bを省略した奪格標示用法
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を用いる文が受身表現の助動調/レ/ラルを伴う場合と，主格襟示 用法を用いる文が上位待

遇表現の助動調jレ/ラルを伴う場合とを含み，両者が判別し難い場合があるため設りであ

る。 例えば， 以下のよう な場合では， I我が夫・親・主人Jが「 言ひ出すJ I言ひ付くJ

の動作主であるこ とは明らかだが， 格が判別できない。

又， 夫を持ちたる女・子供・下 人 等， 我が夫・親・主人より家を出づべからずと言

ひ出さるるか(又おっとをもちたるをんな子ども下人とうわがおっとおや主人よ りいへをい

づべからずといひいださるるか) ， 又ハミイサを拝む事叶はずと逃れ難き事を言ひ付けら

れん 時ハ(いひつけられん時ハ) ， ミ イサを拝 まずとも苦しからず(どちりな 34ウ17)

以上の分類により， 各文献の助詞ヨリ/カラを分類した結果が次節の図表である。

3.2. 各文献における助詞ヨリ/カラの分布とその特徴

前節に述べた分類基準による各文献のヨリ/カラの用例数を以下に示す。

よ り から

動作主 動作主
非動作主 非動作主

奪格 主格 不明 奪格 主格 不明

日記文学類 395 。 10 。 18 。 。 。
仏教説話類 865 3 9 3 4 。 。
軍記物語類 3559 2 49 54 4 。 。 。

抄物類 92 I 。 。 57 。 。
狂言類 428 。 。 4 473 。 3 。
キリシタン世俗文献類 153 6 4 3 283 5 4 6 
キリシタン宗教文献類 3628 208 469 31 。 。 。 。
御伽草子類 323 。 3 4 4 。 。 。
西鶴の 作品類 966 。 3 2 183 。 6 。
近松の 作品類 347 。 3 2 365 。 5 。

助詞ヨリ/カラともに標示内容が非動作主であるものが大部分であるという結果は， 1 

節で紹介した先 行研究の成果を裏付けるものであるが， 標示内容が動作主であるものに

ついては助調 ヨリ の方が古くからみられる。 標示内容が動作主である助詞カラは， 用例

数全体が助詞ヨリ に比べて少ないことも考慮すべきだが， 助詞ヨリ に比して僅少である

と言える。

標示内容が動作主である助詞ヨリ は， キリ シタン宗教文献類に最も多く用いられ(当該

文献の助詞ヨリ全体の 16.3%) ， 次いでキリ シタン世俗文献類(同7.8%) ， 軍記物語類(同

2.9%) ， 仏教説話類(同l.7%) が続いているが， 内訳をみるに， キリ シタン宗教文献類

には奪格標示用法と主格標示用法が共 に多いのに対して他文献には奪格標示用法が少な

いこと， 軍記物語類に於いて標示内容が動作主であるが格の内容が判別できないものが

目立つこと， が特徴的である。 また動作主の内容については， キ リシタン文献では高位

動作主から下位動作主に まで亘るのに対し， 軍記物語類を含む一般の文献では下位動作
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主であることがあ まりない， という特徴がある。 標示内容が動作主である助調カラは石

垣(1955) の指摘にあるようにキ リシタン世俗文献類と在言類に少数ではあるが用いら

れ， 近世の文献にもみられるが， キ リシタン宗教文献類に於ける助詞ヨリに比較すれば

微々たるに過ぎない。 また奪格標示用法の助詞カラは調査範囲内ではキリシタン世俗文

献類の他に見いだすことがなかった。

以上， 助詞ヨリ/カラを概観した結果からみれば ， 標示内容が動作主であるものはキ リ

シタン宗教文献類の助詞ヨリに顕著であり， 文献の影響関係からみても軍記物語類がそ

の前駆をなすと考えられる。 なかでも， キ リシタン宗教文献類の主格標示用法の助詞ヨ

リは使用が顕著である。故に動作主を標示する助詞ヨリ/カラを考えるうえでは， まず軍

記物語類とキ リシタン宗教文献類に於ける主絡標示用法の助詞ヨリを中心にみていくこ

とにし7こし'0

4. 助詞ヨリの主格標示用法の発生

主格標示用法の助詞ヨリが標示する動作主の内容について特徴的なのは， 軍記物に於

いて場所的性格を帯びることが多い， ということである。 キ リシタン宗教文献類では助

調ヨリが，

是 即ち， デ ウスより直に与へ給ふ(dsよりぢきにあたへ玉ふ)三の善なり(どちり な9

ウ14)

右に言へる如く， 諸々のアポストロよりサンチヤゴをイェルサレムのピスポに定め

給ふが故に(moromoro 110 Apostolo YQ旦Santiago uo Hierusalem no ßispo ni sadame 

tamõ ga yuyeni)， ジュデ ヨ 等このアポストロを謀り奉らんとて， (サントス1-68-15)

悪人主旦仕掛 くる難儀難銀を(Acunin辺豆xicaquru nangui nanguanuo) 逃るる為に

は， ただ堪忍するよりほか別の道なし(コンテムツス138-11)
住8

の如く標示内容の動作主は人物的なのに対し， 軍記物語類では，

御室へ申させ給けるは， ……(発話省略)……と申させ給ひけれノf， 御室より関白殿

へ申させ給ふ(御室ヨリ関白殿へ申サセ給フ)， 関白殿より内裏へ申させ給ひりれパ(関

白殿ヨリ内裏へ申サセ給ケレノ、)， 少納言入道信西， 争かさる事は候べき， と大いに諌め

申しければ ， (延鹿本 平家ー末110ウ2)

当 今ノ、御及杖を好 ませ給ひけれノ"， 文学， 及杖冠者とぞ申ける， 公家より鎌倉へ此

由仰せければ (公家ヨリ鎌倉へ此由仰ケレノ、)， (延居塁本 平家六末91ウ7)

の如く場所的性格を帯びたものが殆どである。 尤も「御室J I関白殿J I公家J 等は場所

的性格を原義としながらも， 場所的性格を喪失した人物的動作主とみるべきであるが，

これに近似する，

自国他国を語りて平家を亡して源氏に加らむと結構するよし， 太宰府より告げ申し

けり(太宰府ヨリ告申ケリ)(延慶本 平家三本71ウ1)
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信救， 奈良に有りける時， 三井寺より牒状を南都へ遣はしたりける(三井寺ヨリ牒状

ア南都へ遺シタリケル) 返牒をば ， 彼の信救ぞ書たりける(延慶本 平家三末45ウ6)

の「 太宰府J r三井寺J等は場所的性格が非常に強く， 先 に示したようなキ リシタン文語

文献にみられるような人物的動作主と一概に考えるのは問題があるため ， 非動作主とし
tt 9 

ている。 何故なら， これらの文には別に主格相当内容が省略されているとも考えられる

からである。 同様の用法は一般の文献にも少なからずみえており， キ リシタン宗教文献
註10 性11

類にもr(サンタ)エケレ ジヤ」の30余例が確認できる。

新羅より奉れりし釈迦仏の像ノ、(新経ヨリタテマツレリシ尺迦{弗ノ像ハ)，今に山階寺の

東の堂に据え奉れり(三宝絵詞中15ウ6)

殺生する者に接取の光明差し給へる様を書きて， 世間に持ち遊びける頃， 南都より

公家へ奏状を奉る事(南都ヨリ公家へ奏状ヲ奉ル事) 有りけり(沙石集41右6)

これらの道理にしたがって， 今日エケレ ジヤより深く祝ひ給ふものなり(Ecclesia

YQJj fucaqu iuai tamõ mQnQ nari.) (サントス ]-2-]3)

また， 主格標示用法の助詞ヨリが皆無な狂言類には， 方角を表す指 示 詞から派生した，

これハ此あたりに住 まい致す， 大果報の者でござる， それがし独り娘を持ってござ

るが， 彼方此方より申せ共(あ なたこなたより申せ共)， とかく娘が合 点致さいで， 最早

背も伸び， 何共迷惑致す(虎明本狂言三415-4)

是は此あたりに住 まいする者で御ざる， 辺り近き八幡に， 有徳なる人が御座るが，

一人娘を持たれた，美人でハあり，有徳にハあり，方々より縁の事を色々申せども(方々

よりえんの事を 色々申せども)， 何と分別致ひたやら，(虎明本狂言- 632-10) 

という， 主格標示用法に準じる用法もみられる。 また同様の用法は， 近世の西鶴， 近松

の文献にも多数みられる。

場所的性格を帯びた動作主については， 軍記物語類をはじめとする一般の文献に「許

(モト)J r方J r内j等に下接した助調ヨリが多いことからも確認できるが， これらの「許J

「方Jr内J が脱落することによって主格標示用法に派生すると恩われる。

さる程に， 真平が委なりける人の許より， 使者を遣はして云けるノ、，(…・発話省

略……)， と申したりければ(真平ガ妻ナリケル人ノ許ヨリ使者ヲ遺シテ云ケルハ…ート申タ

リケレハ(延慶本 平家二末75オ5)

野宮歌合 判者ノ、源順なりけり， 女房をあ また勝たせ給けれノf， 男の方より， ( ・ ・ ー ー 和

歌省略……)， となむ云ひたりける(男ノ方ヨリ ーートナム云タリケル)(十訓抄上48-7)

若衆の内より下知をなし(わか衆の中主旦下知を なし)， 若衆の内より下知をなし， さ

すがに是は親方達なり， 構ひて構ひて過ちすなと， 走り寄り抱きつき抱きつき， 制す

れば (虎明本狂言ー203-7)

以上の如く， 主格標示用法の標示内容である人物的動作主は， 場所的な性質を帯びた

動作主から派生してきたと思われ， 用法の出 自そのものは特殊なものではないと考えら
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れる。 したがって， 主格標示用法の発生する環境は一応整っているようにも思えるのだ

が， 同用法が軍記物語類やその他の文献に用いられながらも積極的に使用されるに至ら

なかったのは何故だろうか。 この点について， 次節に述べることとする。

5. 助詞ヨリと関係する助動調ル/ラル

5.1 受身表現と上位待遇表現

ここでは， 標示内容が動作主ではあるが格の内容が判別できない助詞ヨリに注目した

u、n

軍記物語類では， 格の内容が判別できない助詞ヨリが少なくないのに対して奪格標示

用法の助詞ヨ リは僅少である。 つ まり， 軍記物語類に於いては助詞ヨリと助動調ル/ラル

との組み合わせで受身表現を含む文の格関係を明確に表現することに抵抗が大きい。 そ

の理由は， 軍記物語類が上位待遇表現に助動詞jレ/ラルを単独で多く用いることにより受

身表現との区別が暖昧になっている， ということによる。 これはキ リシタン文献の奪格

標示用法の状況と大きく異なる。

そこで， 標示内容が動作主である助詞ヨリが用いられた文について， 文献の内容を考

慮しつつ動作主を三階層に分け， 高/中/下位者に分類する。 内訳は， キ リシタン宗教文

献類では高位者を神， 中位者を聖人 ・聖職者， 下位者を在俗者にの階層区分に当てはま

らない動作主 (例えば， 世俗的な権力者など)は除くので合計数は 3. 2 節のそれより減少する)

とし， 軍記物語類では高位者を皇族及び摂政関白， 中位者を殿上人 ， 下位者をそれ以下
U: 12 

とする。 また， 上位待遇表現については敬語動詞のみが関係する表現， 給フが関係する

表現(敬語動詞や助動詞ス/ サスに給フが下接する表現を含むが， レ/ラレ給フは除く) ， ル/ ラル

が関係するすべての表現， 上位待遇表現のない表現， に分類する。 なお， 助動詞ル/ラル

については受身表現や不明例を併記する。

/レ/ラル
敬語動詞 給フ なし

上位待遇 受身 不明

キリシタン宗教
高位 9 288 8 40 16 2 

文献類
中位 22 3 12 8 1 
下位 。 。 5 137 5 96 

高 位 5 8 4 2 26 。
軍記物語類 中位 4 4 2 。 22 7 

下位 I 。 5 11 

以下， キ リシタン宗教文献類， 軍記物語類それぞれの特徴についてみていくこととす

る。

5. 2 キリシタン宗教文献類における助動調ル/ラル

キ リシタン宗教文献類の上位待遇表現では， 高位者・中位者には専ら給フを用いてお
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り， 助動詞ル/ラルを用いることが少ないのが明らかだが， rサント スの御作業jでは聖

人 等の中位動作主を上位待遇する助動詞ル/ラルが僅少と言えるほど少なくはよ「こと

を考慮するなら，ここで助詞ヨ リと上位待遇表現の助動調 ル/ラルを併用した例が極端に

少ないことの理由は， 上位待遇表現と受身表現との混乱を回避できないため であると考

えられる。

また， 高位者・中位者を動作主とする受身表現についても，

されば 一生不犯を保つ人はテ・ウス より撰ばれ奉り(dsより撰れ奉り)， 科を改めたる

人は治され奉る者也(ぎやどぺかどる 27ウ5)

いかに甘味深く在すイエス ， デウス パアデ レより生ける者死しける者を札し給はん

為の御位と定められ強ゑながら(Deus Padre巴豆i恥r印umono xlxlqer印un

i比tamauan tameno voncurai比to sadamerar陀巴tam羽1a剖i nagara心)， (ス ピリツアル 141 v 11) 

の如く， 奉ルや給フ などの敬語補助動詞が下接することで意味を明確にする用法が多数

みられ， 混乱を回避するための対策を行っていることが分かる。 したがって，

マチリ モウニヨ の縁を結ぶ時， 御主デ ウス より与へ下さるるサカ ラメント(御あるじ

のよりあたへくださるるさからめんと) の大きなるガ ラサを以て夫婦互いに大切深き結

びをなし(どちりな50オ17)

そのほかこの貴きへプロニヤより教化を受けられたる女人達の中よりも数多このサ

ンタの揚められ給ふと聞いて， あとを慕ひ行かるるうちに， へプロニヤよりパウチズ

モを授 けられたる件の(Febronia巴旦Baptismo uo sazzuqeraretaru cudan no)イエリ

ヤといふ後家， 名ある筋目の後胤たりしが，(サントス 1- 225-18)

のように， 助動調 ル/ラルを単独で用いたために意味が不明確になる例は少ない。

下位動作主を標示する助詞ヨ リには， 奪格標示用法が非常に多いのが注目される。

昔， ジョブと申す善人， 様々の災難を受け給ふ時， 従類呑属， 在々所々にて敵より

討ち亡ぽきるると言へども (敵より打亡ぽさるるといへども)， (ぎやどぺかどる73ウ7)

これは，キ リシタン宗教文献類に於いては助詞ヨ リと助動詞ル/ラルを併用する表現に

上位待遇表現を担わせる用法が少ないため助動詞ル/ラルへの負荷が少なし助動調 ル/

ラルを受身表現に用いても上位待遇表現と区別できなくなるおそれがないと判断された

ため であろう。 但し，

父母・主人・司たる人より科となる事をせよと言ひ付けられん時も(っかさた る人よ

りとがとなる事を せよといひつけられんときも) 従ふべきや(どちりな29オ1)

などの若干例は不明とみておく必要がある。 なお， 上位待遇表現を伴わない主格標示用

法は多くみられる。

5.3 軍記物語類における助動詞ル/ラル

軍記物語類では， 主格標示用法の助詞ヨ リを用いる文に限らず， 一般的に給フと上位
t主14

待遇の助動詞ル/ラルはどの階層の動作主に対しでも用いられる。そのことは助調ヨリ を
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用いる文に限ってみたときも同様であり，高位及び中位動作主に助動詞ル/ラルを用いな

がら，敬語動詞やセ/サセ給フも積極的に用いるなどキリシタン宗教文献類とは大きく異
注目

なっている。 この原因は， 軍記物語類には公尊敬といわれる上位待遇の助動詞ル/ラルの

特殊な用法があり，高位者を上位待遇の助動調ル/ラルで待遇することが多々あることも

原因の一つに挙げられるがにの用法はキリシタン宗教文献類には見られない)， 公尊敬以外

でも上位待遇の助動詞lレ/ラlレが少なくない。

受身表現についてはキリシタン宗教文献類とは対照的に，

五日， 師高が母の許より使を下して申けるは， 入道殿， 八条殿より召し取られ給ひ

ぬ(入道殿八条殿ヨリ被召取給ヌ)， さりとも院の御所より尋御沙汰あらんずらむと待ち

給ひし程に， (延慶本平家一末60オ3)

の如く， 敬語補助動詞が下接して受身表現であることを明確にしている用法はこの 1 例

のみである。 したがって，

摂政殿も御供奉あるべき御領掌有りければ， 内大臣より， 行幸すでに成り候ひぬ，

と告げ申されたりければ(内大臣ヨリ行幸ステニ成候ヌト告申サレタリケレノ、)， 摂政殿御

出ありけるに， 法王の御幸も無かりければ，

南院より当寺の僧， 天台座主に補せらるる時(南院ヨリ賞寺の僧天台座主ニ被補之時)，

寺務を遂行すべし，(延慶本平家二本3オ1)

のように一般動調に助動詞ル/ラルが下接することが多く，大半の用例で意味が暖昧にな
注16

らざるを得ない。 軍記物語類にはこのような上位待遇表現と受身表現との区別が困難な

例が目立つ。

助動詞/レ/ラルを用いる下位動作主については用例が少数であり，高位及び中位動作主

と同様， 意味は明確にならないことが多い。

兵衛佐， 治承四年に院宣・高倉宮の令旨を賜りて， 謀反を起こし給ひし時， …・・(中

略)・…後に鎌倉殿より， 九郎大夫判官討てとて， 京都へ差上せられたりけるに (鎌倉

殿ヨリ九郎大夫判官討トテ京都へ差上セラレタリケルニ)，(延慶本平家一本4 9ウ4)

また， 上位待遇表現を伴わない主格標示用法も少なく， キリシタン宗教文献類とは大

きく異なる。

5.4. ニつの表現の衝突と回避

以上より結論するに， 上位待遇表現に助動詞ル/ラ/レを積極的に用いる軍記物語類で

は，助詞ヨリと助動詞ル/ラルとの併用により上位待遇表現や受身表現を行うと意味が衝

突して両者の区別が困難になるおそれがある。 何故なら同じ表現に異なる意味を担わせ

ようとした結果， 上位待遇表現が期待される箇所は受身表現に紛れる不安があり， 受身

表現が期待される箇所は上位待遇表現に紛れる危倶があるからである。 このような環境

下に於いて， 動作主を標示内容とする助調ヨリを積極的に用いる動機は乏しい。 一方，

キリシタン宗教文献類では上位待遇表現に専ら給フを用いるうえに， 受身表現について
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は敬語補助動詞と併用することで差別化を行っているため， 下位者を動作主とする受身

表現が助詞ヨリと助動調ル/ラルを併用しでも上位待遇表現と紛れることが少ない。

軍記物語類に於いて， 動作主を標示内容とする助詞ヨリが用いられながらも充分な発

達をみなかった背景には， 上位待遇表現と受身表現との衝突回避という問題の解決が図

られなかったことがあるのではないだろうか。 キリシタン宗教文献類はこの二つの表現

の差別化を達成し， 助調ヨリを用いて奪格・主格それぞれの格標示を明確化するという

新たな効果を獲得したのである。

6. まとめ

これ までの内容を まとめておく。

-助詞ヨリが標示内容とする動作主は， 国名や寺名などの場所的動作主や， 人物的内

容に場所的な「許(もと)J r方J r内」等を付加した一般的な内容から派生したと考

えられ， 出自としては珍しいものではない。 また， 動作主を標示内容とする助調カ

ラは大規模な普及がみられない。

・一般の文献に普遍的にみられるような，受身表現に助動詞ル/ラルを用いる表現と上

位待遇表現に助動詞ル/ラルを用いる表現とが共に発生し得る環境下では， 助詞ヨ

リ/カラを用いても受身表現と上位待遇表現の衝突回避には貢献せず，格関係は不明

確な ま まである。 軍記物語類をはじめとする一般の文献ではこの衝突が回避されな

いために受身表現と上位待遇表現を明確に区別し得ず， そのため助詞ヨリの奪格・

主格標示用法は充分に発達しない。 上位待遇表現に専ら給フを用い， 受身表現では

敬語補助動詞との併用を徹底することで衝突が回避されるキリシタン宗教文献類で

はこれらを明確に区別できるため， 助詞ヨリを積極的に活用して奪格・主格それぞ

れの格標示を明確化している。 また， この積極的な活用は， ロドリゲス『日本大文

典jの記述とも一致する。

以上が指摘されよう。

注 1 r日 葡辞書jは助詞「ヨリjを奪格 (ablative) や比較の助辞としか記述していない。

注 2 但し， 助詞ヨリ/カラに更に助詞が下接しているもの (ヨリハ/ヨリノなど)は除外し てい

る。

注3 待遇表現と直接 的に対応しない例としては，

デウスの御笑子ゼズキリスト，あまたをデウスの御子になし給ひ， 御血を以てあまたの

兄弟を儲け給ひ， 御身， ジュデヨよ り捨てられ給ふを以て御兄弟を呼び寄せ給ひ(vonmi

Judeo y旦旦suterare tamõ vomotte goqiõdai uo yobi yoxe tamai)， 御恥辱を受け給ふ

を以て位に上げ給ひ， 死し給ふを以て蘇し給ふ者也 (ヒイデス495-13)

ツリヨも， 優れたる所作をする者はデウスよ り導かれ奉らずは叶はざる儀也， と 言へ り

(Tulli o mo slIguretaru xosa uo suru mono lIa Dells巴豆michi bicare tatematcurazuua 
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canauazaru gui nari to iyeri.) (サントス 2-328 -5)

では，助詞ヨリが標示する内容は動作主であるが，待遇表現が直接的に対応する内容ではな

いということから主格ではない。 主格に相当する内容はそれぞれ「御身(ゼズキリスト) JI優

れたる所作をする者jである。

注4 (3'lJ文中の「我がjは， キリシタン宗教文献類に於いては必ずしも一人称の再帰代名詞では

なし場合によっては二人称の再帰代名詞ともなり得るため， 明確化には貢献しない。

注5 その他， 標示内容が動作主である用法が皆無な文献として『徒然草 (烏丸本 )J (ヨリ 106

例， カラ1 jýlj)， r謡曲集(世阿弥自筆本 )J (ヨリ 31例， カラ 4例)， r雑兵物語(弘化三年版

本)J (ヨリ2 4例， カラ 44例) がある。

注6 使用比率自体は日記文学類も2.5%と高いが， 10例のうち 8例が近1笠智写の書陵部本『蛸

鈴H記jに集中することは疑問であり， 数値をそのまま信用することには抵抗がある。

注 7 これは 4節に述べるように，軍記物語類の場所的動作主が上位待遇表現の対象になり易い

という事情を反映したものであろう。 キリシタン宗教文献類では動作主の場所性が希薄にな

り， それだけ下位動作主の標示に抵抗が少なくなったものと思われる。

注8 尤も，階照的に中位の動作主を標示する例は極端に少ない。 この理由は5.2 節に述べてあ

る。

ìt9 微妙な例としては， r六波縫殿J r鎌倉殿jは動作主として認め， r六放縦J r鎌倉」は認め

なかった。

注10 r (サンタ) エケレジヤjはローマ教室を指すとも思われるが， 別にパツパ(Pappa) とい

う表現で直綾対象を表現する場合があることも考慮し，軍記物語類その他の文献の場所的動

作主と同様に除外した。 但し， 1602年刊行のジョルジェ(M. ]orge) の 「ドチリナキリシ

タン (Doctrina Christà) J (ポルトガル語本 ・ 大英図書館蔵) と 159 1年刊行の「どちりいな

きりしたんJ (日本語国 字本 ・ バチカン文庫蔵本 ) との比較によれば， 日本語本の「エケレジ

ヤより~するJの「エケレジヤ (Igjeja)Jはポルトガル語本てもは主格である。 同様に， 日本

語本の「デウスより~するjの「デウス (Dells)Jも主格であることからみても， 観訳に際

して主格を助詞ヨリで訳出することが頻繁に行われていたのではないだろうか。 なお，助詞

ヨリで訳出される斜格の助辞には，de， por， (mais- ) qlle， 等がある。

注1 1 その他， 軍記物語類とキリシタン宗教文献類で共通する場所的な動作主として，

武士の大将をする者ハ，天より粉を授くるとて(天ヨリ精ヲ授ルトテ)，鳥の子の様なる

物の極めて冷たきを， (延慶本 平家一本2 4オ10)

デウスに頼みを掛け奉るに於いてハ， 天より強き御力を与へ給ひて(てんよりつよき御

ちからをあたへ玉ひて)， 世界をも色身をも従へさせ給ふべし (こんでむつす 39ウ 5 )

などもある。 また御伽草子類における主格標示用法の助詞ヨリ 3例すべてが「天道Jである

ことなど， キリシタン文献の用法に似通うことも興味深い。

注12 西国直敏1978 他による分類を踏襲した。

注 目 例えば， rサン卜スの御作業(第一巻のみ)J の上位待遇表現は，高位動作主は給フ127 jýlJ. 

ル/ラル6 例・なし11例， 中位動作主は給フ1081 例・ ル/ラル81例・ なし275例， 下位動作

主は給フ O例・ ル/ラル 1 1 jýlJ.なし543例である (給フと ル/ラルはそれぞれ単独使用 の用例

数)。

ä1 4 この点については数多くの研究があるが. r平家物語(覚一本 ) jについては泉基博1998 に
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詳しい。 泉によれば， r平家物語J (地の文) の上位待遇表現 (枠組みは本 稿とやや異なる)

は ， 高 位 lliIJ作主は給フ66 例・ ル/ラ ル 274 例， 中位動作主は給フ501例・ ル/ラ ル 603例， 下

位動作主は給フ197 例・ ル/ラ ル 286 例だという。 但し ル/ラ ルには (受身表現かどうかの)

不明分も含むという。

注目 桜井光昭 1966， 石井幸子 1979 による。 同様の用法は軍記物語類以外にもみられる。

注16 r平家物語 (延慶本)J では「被J 字を用いるものが16 例， 用いないものが4 例であるが，

以下のように明らかな上位待遇表現に「被J 字を用 いることがあるので， 表記が意味の区別

に貢献するとは限らないようである。

大衆， 公家に奏聞し， 武家に触訴へけるは…・・・ (発話省略)……と申しければ， 院より

大政入道に仰せらる (院ヨリ大政入道ニ被仰) (延慶本 平家二本 27オ 10)

この用例ではニ格が明記されており， ラ ルは上位待遇表現であることが明らかである。

「被J 表記と意味の関係については古文替の用例をもとに辛島 1990 が指摘している。
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